













た。ファイルサーバ(管理サーバを兼ねる、Windows NT Server 4.0)２台、クライアントパソ

















































































ァイルサーバとして機能する。ハードディスクは、OS 領域用が RAID5 構成で 146GB、デ
ータ領域用が RAID5構成で 730GBのホットスワップ対応である。バックアップは、NAS 
 
表１． サーバ及びクライアントパソコン等のハードウェア 
(1)プライマリサーバ・ハードウェア 日立 HA8000/70PA 
CPU Intel Xeon 3.06GHz シングル  
主記憶 2GB  
OS 領域（ＨＤＤ） RAID5 構成 146GB  
データ領域(HDD) RAID5 構成 730GB ホットスワップ  
モニタ 17 インチ TFT カラー液晶ディスプレイ  
CD-ROM 48 倍速  
ＦＤドライブ 3.5 型ＦＤＤ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス ホイール付き光学マウス  
無停電電源装置    
バックアップ装置 NAS(750GB)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T 2 ポート  
   
(2)セカンダリサーバ・ハードウェア 日立 HA8000/70PA 
CPU Intel Xeon 2.8GHz シングル  
主記憶 1GB  
ハードディスク RAID5 構成 292GB  
モニタ 17 インチ TFT カラー液晶ディスプレイ  
CD-ROM 48 倍速  
ＦＤドライブ 3.5 型ＦＤＤ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス ホイール付き光学マウス  
無停電電源装置    
バックアップ装置 NAS(250GB)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T 3 ポート  
   
(3)学生用・教員用パソコン ハードウェア 日立 FLORA 330W DG4×150 台 
CPU Intel Pentium4 3EGHz  
主記憶 768MB(256+512MB)  
ハードディスク 80GB  
モニタ 17 インチ液晶ディスプレイ  
コンボドライブ CD-R/RW&DVD ドライブ  
キーボード 109 配列準拠  
マウス USB Optical マウス(ホイール付き)  
USB ポート 6 ポート(前面:2/背面:4)  
ＬＡＮインタフェース 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T  
ヘッドセット ＊51 台分  
   
(4)ネットワークプリンタ 
A4 モノクロ EPSON LP-2500 (5 台）  
A3 モノクロ EPSON LP-7900 (2 台）  
A3 カラー EPSON LP-9000CZ (1 台）  
   
(5)スキャナ 
USB 対応スキャナ EPSON GT-F500 (1 台)  














ソフトウェア名称 備      考 
Microsoft Office 2003 Professional   
Borland C++ Builder 6 Personal 第 4 演習室を除く 
Auto CAD 2005 教育機関限定版 第２，第４演習室のみ 
Solid Works 2004 教育版 ネットワーク対応、100 ライセンス 
秀丸   
C Pad for BCC   
GrWin (Borland C++ Complier 用)   
Borland C++ Complier   
C Pad for Java 2   
JDK 1.4.2 SE   
AL-Mail   
gnuplot   
TI-connect   
SciLab 3.0   
Open Office   
CygWin   
美佳のタイプトレーナ 英文タイプ編、英文テキスト編、モグラたたき編 
GIMP for Windows   
ROBOLAB 基本セット   
RCX Command Center   
Symantec AntiVirus   
Visio 2000 第３演習室のみ 
Circit Viewer Ver. 2.6 第１演習室のみ 
AKI-H8/3048 開発キット 第２演習室のみ 
FireFox 1.0   
Chem Sketch   
EpsonNet LogBrowser V2 クライアント   
 
 
 
４． おわりに 
 平成１６年１０月以降、次期システムの実現へ向けて納入業者である江守商事(福井市)との
間で、システムの構築、運用方式、サーバ及びクライアントパソコンの設定や管理など多く
の項目について協議を続けてきた。現在、システムの最終的な雛形が固まる段階である。あ
と少しの間、正式稼動に向けて運用準備に追われる日々が続く。システムの運用方式などは、
次の機会に紹介したい。 
 
